
 

 

 

 

 

  

東神の倉清凉保育園 

 様々な色の落ち葉が舞い落ち、秋も深まる頃となりました。子ども達は嬉しそ

うに集めたりちぎったりして、それぞれの遊びを見つけて楽しんでいます。 

 先月は運動会がありました。遊戯では初めての隊形移動がありましたが「前に

歩くんだよ！」「僕の隣だよ！」と友達と立ち位置等確認しながら最後まで諦めず

に取り組む姿が見られました。かけっこでは、日々全力で走りゴールテープを切

っていた子ども達。「走るの速くなった！」と喜びや嬉しさを味わっていました。

運動会当日を迎えるまでは、「ドキドキするよ・・・」「お母さん見に来るの？」

と緊張する姿が見られていましたが、本番を終えると「もっとやりたい！」「ドキ

ドキしたけど楽しかったよ！」と満面の笑顔で保育士や友達と気持ちを伝え合っ

ていました。 

 今月は、子ども達の大好きな食べ物や木の実を使ったお店屋さんごっこを楽し

みたいと思います。また、散歩に行きどんぐり拾いを楽しんだり、４・５歳児と

伸び伸びと体を動かしていきたいと思います。 

朝・夕の寒暖差が大きいので衣服をこまめにに調整しながら、これから一段と寒

くなる季節に負けずに元気いっぱい戸外遊びを楽しんでいきたいと思います。 

 

 

～今月のねらい～ 

 

・身の回りのことを自分で出来る喜びを味わう。 

・様々な方法で自分なりに表現することを楽しむ。 

蜜柑組だより 

 

～今月の歌～ 
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葡萄組だより 

《今月のねらい》 

・季節に応じた生活の仕方を知り、衣服の着脱など自分で

できることはやろうとする。 

・自分の思いや考えを伝え、友達の思いも聞こうとする。 

《今月の歌》 

♪山小屋いっけん 

♪もみじ 
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東神の倉清凉保育園 

 様々な色の落ち葉が舞い落ち、秋も深まる頃となりました。子ども達は、そ

れを嬉しそうに集めたりちぎったりして、それぞれの遊びを見つけて楽しんで

います。 

 今月は運動会がありました。クラス遊戯曲の『サチアレ』を遊びの時間にも

口ずさみながら踊って楽しみつつ、練習の時間になると真剣に取り組む様子が

見られました。保育士の笛の音が鳴るタイミングで立ち上がるところがなかな

か合わず、何回も繰り返し練習していた子ども達でしたが本番が近づくにつれ

てだんだんタイミングも合い、本番ではみんなで心を一つにして楽しく踊るこ

とができました。また、親子競技ではお父さん・お母さんと参加することがで

き、照れながらも嬉しそうだった子ども達。親子で全力で楽しく参加すること

が出来たと思います。運動会の練習を通し、子ども達も一段と大きく成長でき

嬉しく思います。今後も子ども達と楽しみながら行事等参加していきたいで

す。 

 来月は、近くの公園に散歩へ行くことを予定しています。運動会の曲を踊っ

たり、戸外で体を動かしたりしながら気持ちよく過ごすことができるようにし

ていきます。 

《今月の俳句》 



 

 日中のぽかぽかしたお日様がより暖かく感じられる程の朝晩の冷え込み。晩秋

の気配が深まる頃となりました。 

 先月は運動会がありました。練習の時から遊戯では大きな声で掛け声を言った

り、踊ったりと「ソーラン節」を楽しんで練習し、本番を迎えることができまし

た。また、リレーでは練習の時から勝ちと負けにとてもこだわっていた子ども達。

運動会当日に真剣に楽しみながら走っている姿を見て勝ったチームも負けたチ

ームもとてもかっこよく成長している姿を見ることができ嬉しく思います。緊張

している姿も見られましたが笑顔で競技を終える子どもたちの逞しい姿に安心

しました。 

 今月は遠足等の行事がありますので子ども達と楽しく参加していきたいと思

います。そして、秋から冬へ変わりゆく季節なので、衣服をこまめに調節しなが

ら寒くなる季節に負けず元気いっぱい過ごして行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林檎組だより 

東神の倉清凉保育園 

今月のねらい 
・手洗いやうがいを欠かさず行い、健康に過ごす。 

 

・友達と意見を出し合い、イメージを膨らませながら遊びを楽しむ。 

♪きのこ 
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今月の歌 

今月の百人一首 

秋
の
田
の 

刈
穂
の
庵
の 

苫
を
粗
み 

我
が
衣
手
は 

露
に
濡
れ
つ
つ 


